
19名 /回答： 19名

はい どちらとも
いえない いいえ わからない

1

利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切であるか

95% 5% 0% 0%

施設が老朽化しており、特に各指導室においては、最低限度の構造
であるため、改善が必要な状況です。また以前、台風による床上浸
水被害を受けたことを教訓とし、安心安全な場所の確保など、子ど
もたちの成長を支えるに相応しい空間を利用者の方々のご意見を伺
いながら、可能な限り早急に定め、移転の準備についても引き続き
進めていきます。

2

職員の配置数は適切であるか

74% 16% 0% 11%

ご意見：「子どもがボーッと手を止めてしまったりした時など（職
員が更に多いと）指導の声をかけてもらえそうなので有難い」「教
室の広さはもう少しあれば良い」
回答：各クラス、少人数できめ細かく丁寧な支援を行うため、法令
の基準を上回る職員配置及び教室床面積を満たしております。子ど
もたちの戸惑いや混乱を減らせるよう、声掛け等の支援をより一層
工夫していきます。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化
された環境になっているか。また、障害
の特性に応じ、事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適切
になされているか

84% 16% 0% 0%

施設が老朽化しているため、バリアフリー化や情報伝達等への配慮
に対し、マンパワー等によるソフト面で、鋭意補っている状況で
す。子どもたち一人ひとりにマーク（キャラクター等の親しみやす
いイラスト）を決めて、椅子やロッカー、物入れ箱などに個々の
マークを貼ることにより、子どもたちが自分の所有物であると認識
し易いようにし、顔写真や次の行動の絵カード等を支援の中で併用
するなどの工夫を行っております。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっているか。また、子ども達の
活動に合わせた空間となっているか

100% 0% 0% 0%

上記１～３と関連し、施設の老朽化及び狭小であり、個々の捉え方
により感覚も異なりますが、衛生的な療育現場の空間を心地よく過
ごせるよう、各部屋やトイレ、施設の屋内外を問わず日々の清掃を
徹底しております。また園庭の広さや遊具等を活かし、屋外で伸び
伸びと活動するカリキュラムを組み込むなどの工夫をしておりま
す。

5

業務改善を進めるためのPDCA サイク
ル（目標設定と振り返り）に、広く職員
が参画しているか

子どもたちが降園後、各クラスの職員間においてその日の療育の振
り返りを毎日実施し、支援内容の質の向上に努めております。その
内容を共有するため就業時間前に全職員でミーティングを実施し、
目標設定や変更点など細部にまで確認を図っております。

6

保護者等向け評価表により、保護者等に
対して事業所の評価を実施するととも
に、保護者等の意向等を把握し、業務改
善につなげているか

保護者等へアンケートを実施し、その結果を基に業務改善に向け
ミーティングを行っております。また日々の連絡帳や親子通園、専
門相談等を通じ、保護者の意向及び相談に応じながらニーズの把握
に努めております。ただ今年度においても、新型コロナウイルス感
染症対策により、規模縮小での参加人数を制限した行事開催や、保
護者公開日の中止など、通常と異なる運営となり、ご負担をお掛け
しましたことをお詫び申し上げます。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評
価表の結果を踏まえ、事業所として自己
評価を行うとともに、その結果による支
援の質の評価及び改善の内容を、事業所
の会報やホームページ等で公開している
か

上記と同様に業務の改善に努めております。また、その結果に基づ
き支援の質の評価、及び改善の内容をホームページ等で公開してお
ります。

8

第三者による外部評価を行い、評価結果
を業務改善につなげているか

現在は第三者による外部評価は行っておりません。今後、実施を検
討していきます。

9

職員の資質の向上を行うために、研修の
機会を確保しているか

研修の開催情報を職員に周知し、参加する機会を促しております。
また、参加した研修の内容や資料を職員間でフィードバックし共有
することで理解を深め、療育現場での支援に活用しております。さ
らに、専門士による機能訓練・検査、並びに相談時のアドバイス、
及びケースカンファレンスなど、多方面からの視点で評価した情報
を整理・理解し、資質の向上に努めております。しかし今年度にお
いてもコロナ禍の影響で研修機会は最小限でした。

10

アセスメントを適切に行い、子どもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析した
上で、児童発達支援計画を作成している
か

定期的にアセスメント・モニタリング・保護者等との面談を実施
し、児童発達支援計画をきめ細かく丁寧に作成しております。

11

子どもの適応行動の状況を図るために、
標準化されたアセスメントツールを使用
しているか

子どもの適応行動の状況を図るため、標準化されたアセスメント
ツールとして遠城寺式・乳幼児分析的発達検査表を使用しておりま
すが、今後、他の児童発達支援事業所等を参考にし、より最適なア
セスメントツールを検討していきます。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」
の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、
「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容
から子どもの支援に必要な項目が適切に選択
され、その上で、具体的な支援内容が設定さ
れているか

ガイドラインに示されている発達支援及び家族支援の中から、一人
ひとりの特性に応じ、評価と検討を繰り返しながら、支援に必要な
内容を個別に設定しております。

13

児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ているか

100% 0% 0% 0%

児童発達支援計画に沿った支援を行っております。
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保護者等の評価を踏まえた
改善目標・内容

　   公表日：令和５年３月１７日 保護者
等配付 事業所名：桶川市児童発達支援センターいずみの学園

区分 チェック項目
保護者等の評価

令和４年度　児童発達支援自己評価結果表　　　　　　　　　　　　

14

活動プログラムの立案をチームで行って
いるか

日々、子どもたち一人ひとりの発達状況や支援内容を共有し、活動
プログラムの立案及び修正などを実施しております。

15

活動プログラムが固定化しないよう工夫
しているか

84% 16% 0% 0%

毎日、子どもたち一人ひとりの健康状態や発達段階を踏まえ、活動
プログラムを組み直し、固定化しないよう様々な工夫を取り入れて
おります。また各行事において、子どもたち・保護者等が新鮮に行
事の参加を楽しめるよう、職員が多様にアイデアを出し合い、アレ
ンジしております。さらに子どもたちの日常生活の質を向上できる
よう、療育支援や通所活動について、検討を繰り返し行っておりま
す。

16

子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせて児童発達支援計
画を作成しているか

53% 32% 0% 16%

子どもたち一人ひとりの個性を幅広く細やかに捉え、個別での活動
と、集団での活動をバランスよく組み合わせ、児童発達支援計画を
丁寧に作成しております。

17

支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割分
担について確認しているか

子どもたち一人ひとりの児童発達支援について、登園前と降園後に
必ず職員間で、子どもたちと保護者等の最新情報を共有しながら打
ち合わせを行い、当日の療育担当者を個々に設定し、支援内容並び
に役割分担を確認しています。

18

支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行
い､気付いた点等を共有しているか

子どもたち一人ひとりの児童発達支援について、支援終了後に必ず
職員間で、子どもたちと保護者等の最新情報を共有しながら、その
日行われた支援内容の振り返りを行い、個々の成長や体調の変化な
ど気付いた点を細かく共有しております。

19

日々の支援に関して記録をとることを徹
底し、支援の検証・改善につなげている
か

子どもたち一人ひとりの児童発達支援について、日々の支援内容を
紙媒体・電子媒体に記録し、その内容を職員間で共有しながら、子
どもたち一人ひとりの成長や変化に応じて検証を重ね、支援内容を
柔軟に変更しながら改善につなげております。

20

定期的にモニタリングを行い、児童発達
支援計画の見直しの必要性を判断してい
るか

半年ごとにモニタリングを行った上で、児童発達支援計画の見直し
を行い、子どもたち一人ひとりの計画内容を更に精査し、発達・成
長等に応じて見直しの必要性を判断しております。

21

障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最も
ふさわしい者が参画しているか

子どもたち一人ひとりの状況に精通した最もふさわしい児童発達支
援管理責任者及び、ケースワーカー等が参画しております。

22

母子保健や子ども・子育て支援等の関係
者や関係機関と連携した支援を行ってい
るか

桶川市の母子保健担当者や、子ども・子育て支援担当者と定期的に
療育連絡調整会議を実施し、また緊急性がある際は臨時的且つ柔軟
に同会議実施し、各機関とも連携を密に図りながら、子どもたち一
人ひとりの状況に合わせて支援を行っております。

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）地域の保健、医療、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携した支援を
行っているか

現在、重症心身障害のあるお子様のご利用はありませんが、医療的
ケアが必要なお子様のご利用はありますので、医療的ケアが行える
保健師及び看護師を当施設に配置しております。また地域の保健・
医療機関、保育・教育機関等と連携し、途切れなく継続しながら支
援を行っております。

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）子どもの主治医や協力医療機関等と
連絡体制を整えているか

現在、重症心身障害のあるお子様のご利用はありませんが、医療的
ケアが必要なお子様のご利用はありますので、医療的ケアを当施設
で行うにあたっては保護者等を通じ、お子様の主治医及び医療関係
者のご意見、処方等を確認し連絡体制を整えております。

25

移行支援として、保育所や認定こども
園、幼稚園、特別支援学校（幼稚部）等
との間で、支援内容等の情報共有と相互
理解を図っているか

定期的に市内公立保育所との交流会や、児童館での交流、年長児の
保育所通所支援、学校訪問、施設間研修などを通じ、情報共有と相
互理解を図っております。また適宜、個別に必要に応じて子どもた
ちに係わる関係各所と情報交換を行っておりますが、今年度におい
てもコロナ禍の影響で交流会や個別の通所支援等も実施機会が最小
限となりました。

26

移行支援として、小学校や特別支援学校
（小学部）との間で、支援内容等の情報
共有と相互理解を図っているか

年長児の就学にあたり、小学校や特別支援学校、また、桶川市就学
支援委員会に参画し、子どもたち一人ひとりの児童発達支援につい
て、発達の状況や支援の内容、療育場面での取組などについて、就
学機関等と連携し、情報共有と相互理解を図っております。
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保護者等の評価を踏まえた
改善目標・内容

　   公表日：令和５年３月１７日 保護者
等配付 事業所名：桶川市児童発達支援センターいずみの学園

区分 チェック項目
保護者等の評価

令和４年度　児童発達支援自己評価結果表　　　　　　　　　　　　

27

他の児童発達支援センターや児童発達支
援事業所、発達障害者支援センター等の
専門機関と連携し、助言や研修を受けて
いるか

コロナ禍におけるリモート研修への参加はあるものの、他の児童発
達支援関係者等から助言を受けるなどの連携には至っておりません
が、今年度は虐待防止に関する講師を当施設に招いて職員研修を実
施し、全職員で療育現場での言動を再確認し、自己研鑽に努めてお
ります。今後は近隣の児童発達支援センター等を含め、更に連携で
きる方法を研究して参ります。

28

保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、障害のない子どもと活動する機会
があるか

53% 32% 0% 16%

定期的に市内公立保育所との交流会や、児童館での交流、年長児の
保育所通所支援などを通じ、多様な性格の子どもたち、数多くの子
どもたちと活動する機会がありましたが、今年度においてもコロナ
禍の影響で交流会や個別の通所支援等も実施機会が最小限となりま
した。

29

（自立支援）協議会子ども部会や地域の
子ども・子育て会議等へ積極的に参加し
ているか

子ども発達相談支援センター職員が、上尾・桶川・伊奈地域自立支
援協議会委員となり、こども部会に参加しております。また当施設
の所長が、子ども・子育て支援事業計画策定委員会委員となり、業
務を調整しながら可能な限り積極的に参加しております。

30

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について
共通理解を持っているか

100% 0% 0% 0%

日々、子どもたち一人ひとりの連絡帳、親子通園、各種行事、保護
者公開日、専門相談等を通じ、お子様の状況を保護者と職員で頻繁
に伝え合い、お子様の発達の状況や課題等について、共通理解を
持っております。

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対して家族支援プログラム（ペ
アレント･トレーニング等）の支援を
行っているか 79% 11% 0% 11%

日々、子どもたち一人ひとりの連絡帳、親子通園、各種行事、保護
者公開日、専門相談等を通じ、子どもたち一人ひとりの特性に合っ
た関わり方などを保護者に分かりやすくお伝えし、必要に応じて支
援内容の勉強会等を例年開催しております。今年度は、コロナ禍に
おいて親子通園の回数も例年より減少しましたが、社会情勢の変化
に応じ、柔軟に家族支援を行っていきます。

32

運営規程、利用者負担等について丁寧な
説明を行っているか

95% 5% 0% 0%

契約時に説明会を開催し、資料等を配付し直接保護者等へしており
ます。また必要に応じ、入園前の施設・療育見学、療育体験及び入
園前面談に適宜、ご質問等にお答えしながら丁寧な説明を心掛けて
おります。

33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」のねらい及び支
援内容と、これに基づき作成された「児
童発達支援計画」を示しながら支援内容
の説明を行い、保護者から児童発達支援
計画の同意を得ているか

100% 0% 0% 0%

児童発達支援ガイドラインに基づき、児童発達支援計画を作成し、
保護者等から同意を得て、子どもたち一人ひとりの発達・成長等に
合わせ支援を行っております。

34

定期的に、保護者からの子育ての悩み等
に対する相談に適切に応じ、必要な助言
と支援を行っているか

95% 5% 0% 0%

日々、子どもたち一人ひとりの連絡帳、親子通園、各種行事、保護
者公開日、専門相談等を通じ、保護者からの子育ての悩み等、各種
相談内容に応じて適宜職員より必要な助言と支援を行っておりま
す。

35

父母の会の活動を支援したり、保護者会
等を開催する等により、保護者同士の連
携を支援しているか

74% 21% 0% 5%

保護者公開日の開催や親子通園、各種行事などを通じて保護者等が
募る機会を設け、保護者同士の交流や連携が図れるような支援を心
掛けております。

36

子どもや保護者からの相談や申入れにつ
いて、対応の体制を整備するとともに、
子どもや保護者に周知し、相談や申入れ
があった場合に迅速かつ適切に対応して
いるか

79% 0% 0% 21%

子どもたちや保護者一人ひとり相談や申入れ等があった場合には、
迅速かつ適切に対応できる体制を整備しております。

37

定期的に会報等を発行し、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報を子どもや保
護者に対して発信しているか

95% 0% 0% 5%

毎月「学園だより」の通知や、各種連絡通知等により、当施設での
活動概要や行事予定等の情報を発信しております。また緊急時には
電子媒体により、保護者等へ一斉にメールを送信する連絡手段を
とっております。

38

個人情報の取扱いに十分注意しているか

95% 0% 0% 5%

子どもたち一人ひとり及び、保護者等の個人情報を管理するパソコ
ン等の電子媒体には、パスワードを設定するなどのセキュリティを
講じて管理を徹底し、取扱いに十分注意を図っております。

39

障害のある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしているか

95% 5% 0% 0%

コミュニケーションが苦手な子どもたちや保護者等には、写真・
絵・図・筆談・指さし・ジェスチャー・音声などの情報伝達手段を
幅広く活用し、療育場面に合わせて柔軟に対応しております。
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19名 /回答： 19名

はい どちらとも
いえない いいえ わからない

保護者等の評価を踏まえた
改善目標・内容

　   公表日：令和５年３月１７日 保護者
等配付 事業所名：桶川市児童発達支援センターいずみの学園

区分 チェック項目
保護者等の評価

令和４年度　児童発達支援自己評価結果表　　　　　　　　　　　　

40

事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っているか

「親子夏祭り（夏季）」や「運動会（秋季）」などの行事には、地
域の自治会役員等を招待するなど、開かれた事業運営を行っており
ますが、今年度においてもコロナ禍の影響により、感染拡大予防に
より行事の規模を縮小して開催したため、外部から地域住民を招待
することはできませんでしたが、毎月「学園だより」の通知を近隣
に配付し、当施設での活動概要や行事予定等の情報を発信しており
ます。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、
職員や保護者に周知するとともに、発生
を想定した訓練を実施しているか

100% 0% 0% 0%

「防災計画及び行動マニュアル」及び「感染症対応マニュアル」を
策定し、避難訓練等を実施しておりますが、過去の台風による床上
浸水被害を受けたことを教訓とし、災害時の対応は当然のことなが
ら、その後の療育について、再度マニュアルの見直しを行い、職員
及び保護者への周知を実施しております。

42

非常災害の発生に備え、定期的に避難、
救出その他必要な訓練を行っているか

100% 0% 0% 0%

毎月、避難訓練等を行い、非常災害の発生に備えておりますが、子
どもたち一人ひとりの生命を守り、安心と安全を確保するため、
様々な災害の発生を想定した訓練を工夫を凝らし行っております。

43

事前に、服薬や予防接種、てんかん発作
等の子どもの状況を確認しているか

保護者等を通じ、母子手帳、お子様の主治医及び医療関係者のご意
見、処方等を確認し連絡体制を整え、事前に服薬、予防接種及びて
んかん発作等の状況を確認しております。また、医療的ケアが行え
る保健師及び看護師を当施設に配置し、療育職員へ対応方法を周知
しております。

44

食物アレルギーのある子どもについて、
医師の指示書に基づく対応がされている
か

保護者等を通じて医師の指示書に基づき、当施設の職員が保護者と
面談を実施し、桶川市の栄養士の意見を取り入れながら、個々にア
レルギー食の提供を行っております。また、定期的に栄養士との面
談機会を設け、情報共有を行っております。

45

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内
で共有しているか

日々のミーティング及び、ヒヤリハット報告書等の中で、ヒヤリ
ハットについて情報共有を行い、その都度、改善策・対応策等を検
討し、事故等の予防に活用して、子どもたちへ安心・安全な療育環
境を提供しております。

46

虐待を防止するため、職員の研修機会を
確保する等、適切な対応をしているか

今年度は虐待防止に関する講師を当施設に招いて職員研修を実施
し、全職員で療育現場での子どもたちへの言動を再確認し、自己研
鑽に努めております。近年、報道されている事例等を検証し、今後
も虐待及び不適切な対応の無い療育環境作りを継続していきます。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を
行うかについて、組織的に決定し、子ど
もや保護者に事前に十分に説明し了解を
得た上で、児童発達支援計画に記載して
いるか

子どもたち一人ひとりの個性や行動の特徴、発達段階を踏まえ、細
かく丁寧に対応方法等について組織的に検討を重ね、その内容を必
ず保護者等へ確認及び説明を行い、了解を得た上で児童発達支援計
画に記載しております。

48

子どもは通園を楽しみにしているか

84% 11% 0% 5%

・毎日、たくさんおしゃべりをしたり踊ったり歌ったりしてご機嫌
なので、学園が楽しかったんだなぁと思います。
・いつも楽しそうに学園に通っています。
・毎日楽しかったー！と言いながら帰ってきます。
・毎日、登園を楽しみにしています。
・先生やお友達に会うのが嬉しいようで、色々報告してくれます。

49

学園の支援に満足しているか

95% 0% 0% 5%

・先生方に色々と教えて頂いたり、お友達と楽しく遊んだり、とて
も充実した日々を過ごしていると思います。
・いつもありがとうございます。
・すばらしい時間を過ごさせて頂いているんだろうと感じておりま
す。
・先生は家族レベルで子を見守ってくださっている印象を持ってい
ます。
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